
メーターブッシングを使用した減口径工事に限り、工事申請を簡略化し、以下のフローとしま

す。

・給水装置工事竣工届（竣工台帳）

・竣工図（設計図と同じ図面でよい。止水栓オフセット記入の必要なし。）

メーター口径：φ25→φ20、φ20→φ13 メーター口径：φ30以上→減口径

②受付（企業団）

書類審査後、申請手数料の納付書を発行

③手数料納入（工事店）

企業団会計窓口等にて申請手数料を納入

・給水装置工事申込書

・設計図（宅内の内部配管まで記入する）

・メーター減口径工事における水量・水圧等に

ついての確認書（様式第8-1号）

・水理計算書

※新メーターの使用期間が検針期間の1/2に満たない場合は旧メーターの料金が適用されますので、メー

ターを交換する時期によっては、減口径後の料金に変更となるのが翌々月になる場合があります。

⑤メーター設置現地立会い（企業団及び工事店）

⑥竣工届提出（工事店）

＜提出書類＞（写真・公図は提出の必要なし）

　給水課にて、メーター設置立会いの予約を入れる。

　旧メーターの取り外しと新メーターの設置を給水課職員立会いのもと行う。

　後日、以下の書類を給水課へ提出する。

　旧メーターは職員が回収する。

　（原則、メーターを出庫した当日にメーターを設置する。都合が悪い場合は翌日に設置。

　金曜日にメーターを出庫した場合は、必ず当日中に設置すること。）

メーター減口径工事申請フロー

　職員が現地で確認するため、工事写真の提出不要。

　職員は新メーターの蓋の裏にシールを貼り、旧メーターの最終指針を記入する。

　φ25以下の口径からの減口径の場合は、以下の書

類を給水課へ提出する。

　φ30以上の口径からの減口径の場合は、以下の書

類を給水課へ提出する。

＜提出書類＞

➀工事申請（工事店）

④メーター出庫、メーター設置立会い予約

　開始届及び中止届を企業団業務課へ提出し、業務課にて新メーターを出庫する。

・開始届及び中止届

＜提出書類＞

・給水装置工事申込書

・設計図（宅内の内部配管は省略可）

・メーター減口径工事における水量・水圧等に

ついての確認書（様式第8-1号）

・開始届及び中止届


